


障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

 

●不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

として、正当
せいとう

な理由
り ゆ う

なく、サービスの提供
ていきょう

を拒否
き ょ ひ

したり、制限
せいげん

したり、条件
じょうけん

を付
つ

けたりするような行為
こ う い

をいいます。 

●合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

からの求
もと

めに応
おう

じ、負担
ふ た ん

になり過
す

ぎない範囲
は ん い

で、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

(※)を取
と

り除
のぞ

く

ために必要
ひつよう

で合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

(※)が求
もと

められます。 

こうした配慮
はいりょ

を行
おこな

わないことで、障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
け ん り

利益
り え き

が侵害
しんがい

される場合
ば あ い

も、差別
さ べ つ

に

当
あ

たります。 

この法律
ほうりつ

のポイント 

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをすることは、役所
やくしょ

も会社
かいしゃ

・お店
みせ

なども禁止
き ん し

されます。 

役所
やくしょ

は、必
かなら

ず合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をしなければなりません。会社
かいしゃ

・お店
みせ

などは、できるだけ努力
どりょく

するこ

とになっています。 

 不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

役所
やくしょ

 してはいけない しなければならない 

会社
かいしゃ

・お店
みせ

など してはいけない するように努力
どりょく

する 

会社
かいしゃ

・お店
みせ

などが適切
てきせつ

に対応
たいおう

するために、国
くに

は必要
ひつよう

な指針
し し ん

（対応
たいおう

指針
し し ん

）を分野
ぶ ん や

ごとに定
さだ

めます。 

また、どんな対応
たいおう

をしたか、役所
やくしょ

に報告
ほうこく

するように求
もと

められたり、差別
さ べ つ

をしないように注意
ちゅうい

さ

れることがあります
 

。 

  
※社会的

しゃかいてき

障壁
しょうへき

について 

障 害
しょうがい

のある人
ひと

が、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るには、さまざまな困難
こんなん

（=

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

）があります。 

例
れい

としては、街
まち

なかの段差
だんさ

（ 車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

は進
すす

めなくなります）、

漢字
かんじ

ばかりの書類
しょるい

（理解
りかい

しづらい人
ひと

がいます）、また制度
せいど

や慣行
かんこう

、障 害
しょうがい

の

ある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

不足
ぶそく

から 生
しょう

じる偏
へん

見
けん

などさまざまです。 

 

※合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について 

どのような配慮
はいりょ

が合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に当
あ

たるかは個別
こべつ

ケースにより異
こと

なります。 

例
れい

としては、 車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が乗
の

り物
もの

に乗
の

るときに手助
てだす

けをする

ことや、窓口
まどぐち

で障 害
しょうがい

のある人
ひと

の障 害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション

手段
しゅだん

(筆談
ひつだん

、読
よ

み上
あ

げなど)で対応
たいおう

することが挙
あ

げられます。 
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～ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

の人
ひと

が困
こま

っていたら ～ 

・車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

には、狭
せま

い通路
つ う ろ

やわずかな段差
だ ん さ

でも大
おお

きな妨
さまた

げになります。また、

お店
みせ

などでは、ドアの開閉
かいへい

や高
たか

い場所
ば し ょ

、低
ひく

い場所
ば し ょ

のものを取
と

るのが難
むずか

しい場合
ば あ い

があります。 

バリアフリー化
か

による環境
かんきょう

整備
せ い び

も必要
ひつよう

ですが、助
たす

けが必要
ひつよう

な場合
ば あ い

にはサポートをお願
ねが

いし

ます
 

。 

・肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

の人
ひと

の中
なか

には、スムーズに話
はな

したり、文字
も じ

を書
か

く、お金
かね

を

取
と

り出
だ

すなどといった、手
て

や指
ゆび

を使
つか

う細
こま

かな作業
さぎょう

をすることに不便
ふ べ ん

を

抱
かか

えている人
ひと

がいます。 

このような人
ひと

と接
せっ

するときには、筆談
ひつだん

のためのメモや筆談
ひつだん

ボードを

使
つか

って要件
ようけん

を確認
かくにん

したり、手助
て だ す

けが必要
ひつよう

かたずねるなど、それぞれの人
ひと

に応
おう

じた配慮
はいりょ

をお願
ねが

いします。 

障害
しょうがい

ごとの合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 ～お願
ねが

いしたい配慮
はいりょ

とサポート～  

障害
しょうがい

のある人
ひと

（障害者
しょうがいしゃ

）については、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」において、 

「身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
き の う

の障害
しょうがい

があ

る者
もの

であって、障害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるものをいう。」 と定
さだ

められています。 

 

 “障害
しょうがい

”といってもそれぞれ違
ちが

いがあり、障害
しょうがい

の程度
て い ど

にも差
さ

があります。また、いくつかの障害
しょうがい

を持
も

っている人
ひと

もいます。そのため、障害
しょうがい

のある人
ひと

“ひとりひとり”に対
たい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は違
ちが

って 

きます。 

 

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

とは先天性
せんてんせい

の疾患
しっかん

や事故
じ こ

などにより、手足
て あ し

や体
からだ

の運動
うんどう

機能
き の う

に障害
しょうがい

が生
しょう

じている

状態
じょうたい

です。 

歩
ある

く、座
すわ

る、手
て

や指
ゆび

を使
つか

って作業
さぎょう

をする、話
はな

すなど日常
にちじょう

のさまざまな動作
ど う さ

に困難
こんなん

があります。

また、手足
て あ し

の動
うご

きや表 情
ひょうじょう

が思
おも

うようにならなかったり、体温
たいおん

の調整
ちょうせい

が難
むずか

しかったりすること

が
 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2



 視覚
し か く

や聴覚
ちょうかく

、身体
しんたい

などに障害
しょうがい

のある人
ひと

をサポートする、「盲導犬
もうどうけん

」

「聴
ちょう

導
どう

犬
けん

」「介助
かいじょ

犬
けん

」をまとめて、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

といいます。 

補助
ほ じ ょ

犬
けん

はペットではなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

のパートナーであり、さま

ざまな場所
ば し ょ

に同伴
どうはん

することができます。身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬法
けんほう

では、「犬
いぬ

だから」という理由
り ゆ う

で補助
ほ じ ょ

犬
けん

がお店
みせ

などに入
はい

ることを断
ことわ

ってはいけな

いことに
 

なっています。 

 また、街
まち

なかで補助
ほ じ ょ

犬
けん

を見
み

かけても、触
さわ

ったり、食
た

べ物
もの

を与
あた

えたりし

ないでください。訓練
くんれん

を積
つ

んでいますが、気
き

が散
ち

ってしまい一緒
いっしょ

にいる

障害
しょうがい

のある人
ひと

が危険
き け ん

になることがあります。「仕事中
しごとちゅう

」であることを

ご理解
り か い

ください
 

。 

内部
な い ぶ

障害
しょうがい

 

 内部
な い ぶ

障害
しょうがい

とは内臓
ないぞう

機能
き の う

に障害
しょうがい

が生
しょう

じている状態
じょうたい

です。 

心臓
しんぞう

や呼吸器
こきゅうき

、ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

、腎臓
じんぞう

などの内臓
ないぞう

機能
き の う

が低下
て い か

しているため、疲
つか

れやすかった

り、体力
たいりょく

が低下
て い か

していたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

とは見
み

えにくい、まったく見
み

えないなど、視覚
し か く

に何
なん

らかの障害
しょうがい

が生
しょう

じている状態
じょうたい

です。“見
み

えにくい”とは、「細部
さ い ぶ

がよくわからない」「見
み

える範囲
は ん い

が狭
せま

い」などの状態
じょうたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 視覚
し か く

障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っていたら ～ 

 視覚
し か く

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っている様子
よ う す

のときには、まず声
こえ

をかけてください。声
こえ

をかける時
とき

には、できるだけ前方
ぜんぽう

から声
こえ

をかけてください。 

また、説明
せつめい

や案内
あんない

などをするときは、具体的
ぐたいてき

な言葉
こ と ば

を使
つか

ってください。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほ じ ょ

犬
けん

（盲導犬
もうどうけん

、聴
ちょう

導
どう

犬
けん

、介助
かいじょ

犬
けん

）について 

～ 外見
がいけん

だけではわからない障害
しょうがい

があります ～ 

内部
な い ぶ

障害
しょうがい

は外見
がいけん

ではわかりにくいため、周囲
しゅうい

の人
ひと

に理解
り か い

されにくい障害
しょうがい

です。体
からだ

がきつく

ても、周囲
しゅうい

の人
ひと

に言
い

えず苦
くる

しんでいることがあります。 

外見
がいけん

ではわからない障害
しょうがい

があることをご理解
り か い

ください。 
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～ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

とのコミュニケーション手段
しゅだん

 ～ 

 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

がある人
ひと

とのコミュニケーション手段
しゅだん

には、次
つぎ

のようなものがあります。 

どのような方法
ほうほう

をとればよいのか、本人
ほんにん

に確認
かくにん

することが大切
たいせつ

です。 

・筆談
ひつだん

（互
たが

いに文字
も じ

を書
か

く） 

・手話
し ゅ わ

（手
て

や指
ゆび

、表 情
ひょうじょう

の動
うご

きで単語
た ん ご

や文字
も じ

を表
あらわ

す） 

・読話
ど く わ

（口話
こ う わ

。相手
あ い て

の口
くち

の動
うご

きで言葉
こ と ば

を読
よ

み取
と

る） 

・要約
ようやく

筆記
ひ っ き

（話
はなし

の要点
ようてん

をまとめて、パソコンや手書
て が

きで文字
も じ

に

して伝
つた

える） 

・スマートフォンやタブレットなどの電子
で ん し

機器
き き

の活用
かつよう

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

とは聞
き

こえにくい、まったく聞
き

こえないなど、聴覚
ちょうかく

に何
なん

らかの障害
しょうがい

が生
しょう

じてい

る状態
じょうたい

です。聞
き

こえ方
かた

はさまざまで、補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
な い じ

などを装着
そうちゃく

している人
ひと

もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚
し か く

と聴覚
ちょうかく

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある人
ひと

は、情報
じょうほう

が極端
きょくたん

に限
かぎ

られるため、周囲
しゅうい

のサポー

トが大切
たいせつ

です。外出
がいしゅつ

する時
とき

などには訓練
くんれん

を受
う

けた支援者
しえんしゃ

が同伴
どうはん

することも多
おお

くあります
 

。 

しかし、災害
さいがい

などの緊急
きんきゅう

時
じ

には自分
じ ぶ ん

から周囲
しゅうい

に支援
し え ん

を求
もと

めたり、状 況
じょうきょう

を判断
はんだん

するた

めの情報
じょうほう

を得
え

たりすることが難
むずか

しくなります。 

困
こま

っている様子
よ う す

を見
み

かけたら支援者
しえんしゃ

に伝
つた

えるなどのサポートをお願
ねが

いします。 

視覚
し か く

と聴覚
ちょうかく

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある人
ひと

について 

～ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

っていたら ～ 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

は外見
がいけん

ではわかりにくく、周囲
しゅうい

の人
ひと

に気
き

づかれにくい障害
しょうがい

です。 

音
おと

で情報
じょうほう

を得
え

ることが難
むずか

しいため、「困
こま

っているのかも・・」と思
おも

ったら、筆談
ひつだん

などで情報
じょうほう

を伝
つた

えてください。 

また、聴
き

こえを助
たす

ける補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
な い じ

をしていると、大
おお

きすぎる声
こえ

は聴
き

き取
と

りにくくなる

ため、対面
たいめん

で、普通
ふ つ う

の大
おお

きさではっきりと話
はな

しかけてください。 
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“障害
しょうがい

があってもなくても、手
て

をとりあって共
とも

に生
い

きる” 

そんなナイスハートな社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて頑張
が ん ば

る人
ひと

たちを応援
おうえん

してい

るのが、“ナイチュウ
 

”です。 

 

Nice to meet you ! ナイチュウです♪ 

ブログやツイッターで、障害
しょうがい

を持
も

ちながら活躍
かつやく

する

人
ひと

や支援者
しえんしゃ

の取組
とりくみ

を紹介
しょうかい

しているよ♪♪ 
・http://www.tochigi-niceheart.jp（ブログ） 

・https://twitter.com/NiceHeart_TCG（ツイッター） 

知的
ち て き

障害
しょうがい

 

 知的
ち て き

障害
しょうがい

とは、おおむね１８歳
さい

までの発達期
はったつき

に知的
ち て き

な機能
き の う

の発達
はったつ

に障害
しょうがい

があり、何
なん

らかの

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な状態
じょうたい

です。 

 話
はなし

の内容
ないよう

をうまく理解
り か い

できない、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の動作
ど う さ

に介助
かいじょ

を要
よう

する、読
よ

み書
か

きや計算
けいさん

が難
むずか

し

いなど、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

はさまざまですが、周囲
しゅうい

の理解
り か い

や支援
し え ん

によって、仕事
し ご と

をしたり社会
しゃかい

生活
せいかつ

を

送
おく

っている人
ひと

もいます。 

 

 

 

 

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

とはうつ病
びょう

などの気分
き ぶ ん

（感情
かんじょう

）障害
しょうがい

や統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

に代表
だいひょう

される精神
せいしん

疾患
しっかん

によ

り、不安
ふ あ ん

や不眠
ふ み ん

、幻覚
げんかく

や妄想
もうそう

などの精神
せいしん

症 状
しょうじょう

や身体
しんたい

症 状
しょうじょう

が現
あらわ

れている状態
じょうたい

です。精神
せいしん

障害
しょうがい

といっても種類
しゅるい

や症 状
しょうじょう

もさまざまです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ 知的
ち て き

障害
しょうがい

の人
ひと

ができること、苦手
に が て

なこと ～ 

難
むずか

しい言葉
こ と ば

や複雑
ふくざつ

なことは理解
り か い

しにくいことがありますが、できるだけ短
みじか

い言葉
こ と ば

でゆっく

りと、繰
く

り返
かえ

し説明
せつめい

することで理解
り か い

できる場合
ば あ い

も多
おお

くあります。 

書類
しょるい

などは、漢字
か ん じ

にふりがなを振
ふ

るなどの配慮
はいりょ

により、わかりやすくなる人
ひと

もいます。 

知的
ち て き

障害
しょうがい

の人
ひと

の自尊
じ そ ん

心
しん

を尊重
そんちょう

し、理解
り か い

の程度
て い ど

に応
おう

じて接
せっ

してください。 

～ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する誤解
ご か い

と偏見
へんけん

 ～ 

ストレス社会
しゃかい

の現代
げんだい

において、うつ病
びょう

などの精神
せいしん

疾患
しっかん

は誰
だれ

もがなりうる身近
み ぢ か

な病気
びょうき

です。 

精神
せいしん

疾患
しっかん

を持
も

つ多
おお

くの人
ひと

が、服薬
ふくやく

やカウンセリングなどの医療的
いりょうてき

な治療
ちりょう

により、症 状
しょうじょう

をコ

ントロールしながら日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

っています。 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

は、「精神
せいしん

疾患
しっかん

による症 状
しょうじょう

のために生活
せいかつ

のしづらさを持
も

った人
ひと

」であ

り、誤解
ご か い

や偏見
へんけん

に基
もと

づく先入観
せんにゅうかん

を持
も

たずに、接
せっ

することが大切
たいせつ

です。 

つながる“ココロ”と“ココロ” 

～ とちぎナイスハート推進
すいしん

マスコットキャラクター「ナイチュウ」 ～ 

5



～ 発達
はったつ

障害
しょうがい

の人
ひと

が苦手
に が て

なこととサポート ～ 

・人混
ひ と ご

みや音
おと

などの刺激
し げ き

が苦手
に が て

な場合
ば あ い

： 

気
き

になる刺激
し げ き

をできるだけ少
すく

なくし、環境
かんきょう

を整
ととの

えることが大切
たいせつ

です。 

・あいまいな言葉
こ と ば

が理解
り か い

しにくい場合
ば あ い

： 

具体的
ぐたいてき

でわかりやすい言葉
こ と ば

を使
つか

ったり、写真
しゃしん

や絵
え

などを見
み

せながら伝
つた

えるとわかりやすく

なります。 

・見通
み と お

しが持
も

てず、不安
ふ あ ん

になる場合
ば あ い

： 

スケジュール表
ひょう

などを活用
かつよう

して、次
つぎ

の予定
よ て い

を伝
つた

えるよう

にしてください。 

 

また、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

の中
なか

には、“社会
しゃかい

のルールや暗黙
あんもく

の了解
りょうかい

がわからない”人
ひと

もいます。「○○しない」ではなく、

「○○しましょう」と具体的
ぐたいてき

にどのようにしたら良
よ

いかを伝
つた

えてください
 

。 

発達
はったつ

障害
しょうがい

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

とは、広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

など）、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

（ADHD）、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（LD）などを総称
そうしょう

した名称
めいしょう

です。 

 認知
に ん ち

や言語
げ ん ご

、運動
うんどう

、社会的
しゃかいてき

な能力
のうりょく

や技術
ぎじゅつ

の習得
しゅうとく

などに得意
と く い

・不得意
ふ と く い

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

 ～ 

・広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

など） 

言葉
こ と ば

の発達
はったつ

の遅
おく

れ、コミュニケーションの障害
しょうがい

、対人
たいじん

関係
かんけい

・社会性
しゃかいせい

の障害
しょうがい

、パターン

化
か

した行動
こうどう

、こだわりなどがあります。 

アスペルガー症候群
しょうこうぐん

では基本的
きほんてき

に言葉
こ と ば

の発達
はったつ

の遅
おく

れはありません。 

・注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

（ADHD） 

 不注意
ふちゅうい

（集 中
しゅうちゅう

できない）、多動
た ど う

・多弁
た べ ん

（じっとしていられない）、衝動的
しょうどうてき

に行動
こうどう

す

る（考
かんが

えるよりも先
さき

に動
うご

く）などがあります。 

・学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（LD） 

 知的
ち て き

な遅
おく

れはありませんが、「読
よ

む」「書
か

く」「計算
けいさん

する」などの特定
とくてい

のことを学
まな

んだ

り、行
おこな

ったりすることが苦手
に が て

です。 
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高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、事故
じ こ

や病気
びょうき

などで脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

けたことにより、注意
ちゅうい

・思考
し こ う

・記憶
き お く

・行為
こ う い

などに困難
こんなん

が生
しょう

じている状態
じょうたい

です。 

 症 状
しょうじょう

のあらわれかたはさまざまですが、周囲
しゅうい

の人
ひと

が理解
り か い

しにくいばかりでなく、本人
ほんにん

も自分
じ ぶ ん

の

障害
しょうがい

を十分
じゅうぶん

に認識
にんしき

できないことがあり、適切
てきせつ

な支援
し え ん

が受
う

けられないと、誤解
ご か い

やトラブルなどに

つながる
 

ことがあります。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

難病
なんびょう

 

平成
へいせい

25年
ねん

4月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

の範囲
は ん い

に“難病
なんびょう

”患者
かんじゃ

が加
くわ

わり、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
など

の対象
たいしょう

になり

ました。 

難病
なんびょう

とは、発病
はつびょう

の原因
げんいん

が明
あき

らかでなく、治療
ちりょう

方法
ほうほう

が確立
かくりつ

していない希少
きしょう

な疾病
しっぺい

であって、長期
ちょうき

の療養
りょうよう

を必要
ひつよう

とすることから、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

の身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

・経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

が大
おお

きい疾病
しっぺい

です。 

難病
なんびょう

にはさまざまなものがあり、また、同
おな

じ疾
しっ

病
ぺい

でも症 状
しょうじょう

はさまざまです。定期的
ていきてき

な服薬
ふくやく

や

通院
つういん

、休息
きゅうそく

などが必要
ひつよう

な場合
ば あ い

もありますが、症 状
しょうじょう

に合
あ

わせた配慮
はいりょ

があれば多
おお

くの人
ひと

が仕事
し ご と

や

学校
がっこう

生活
せいかつ

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができます。 

 
 

 

※点字版
てんじばん

のパンフレットをご用意
よ う い

しています。ご希望
き ぼ う

の方
かた

はお問
と

い合
あ

わせください。 

 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に関
かん

する問
と

い合
あ

わせ：栃木県
と ち ぎ け ん

保健
ほ け ん

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 

電
でん

話
わ

０２８－６２３－３４９０ ＦＡＸ０２８－６２３－３０５２ 

Ｅ－ｍａｉｌ syougai-fukushi@pref.tochigi.lg.jp 

または、お住
す

まいの市町
しちょう

にお問
と

い合
あ

わせください 

～ 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

の人
ひと

が苦手
に が て

なこととサポート ～ 

・気
き

が散
ち

りやすい、うっかりミスが多
おお

い場合
ば あ い

： 

集 中
しゅうちゅう

しやすい環境作
かんきょうづく

りを心
こころ

がけ、内容
ないよう

確認
かくにん

の声
こえ

かけを行
おこな

ってください。 

・思
おも

い出
だ

せない、覚
おぼ

えられない場合
ば あ い

： 

メモやスケジュール表
ひょう

などで視覚化
し か く か

したり、1度
ど

に伝
つた

える情 報 量
じょうほうりょう

を少
すく

なくしたりして

伝
つた

えるようにしてください。 

・計画
けいかく

が立
た

てられない、要領
ようりょう

良
よ

くできない場合
ば あ い

： 

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

をわかりやすく示
しめ

すようにしてください。 
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